
一
一
日
間
に
滞
組
及
び
自
家
組
先
の
墳
滋
に
詣
で
る
。

一一銭除
牢
額
の
牧
納
米
を
災
却
す
る
こ
と
を
得
る
。
米

民
間
で
は
こ
の
日
正
且
以
来
の
貸
借
を
料
訴
す
る
。
一
仲
買
は
本
納
相
場
を
定
め
る
。

七
且
十
王
目
。
孟
刷
食
中
な
る
が
般
に
、
開
分
以
上

一
十
且
二
日
。
扶
持
米
取
の
諸
に
、
十
且
か
ら
明
年
正

の
朔
望
の
綾
城
が
な
い。

一
且
ま
で
の
扶
持
米
が
支
給
せ
ら
れ
る
。

七
月
十
六
日
。
孟
附
且
認
の
終
り
で
今
夕
魂
迭
々
行
一

十
月
六
日
。
今
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
初
土
宗
寺
院

ふ
o
天
徳
院
に
岡
田
岨
祭
が
あ
り
、
民
間
で
は
奉
公
人
一
に
十
夜
が
行
は
れ
る
。

に
政
入
せ
し
め
る

。

一

十
且
十
日
。
所
々
に
金
毘
鉱
祭
が
あ
る
。

七
月
廿
四
日
。

城
下
養
智
院
に
地
獄
祭
が
あ
る
。
一
十
月
十
二
日
o
芭
蕉
忌
が
密
ま
れ
る
。

七
且
品
川
六
日
。
二
十
六
夜
符
の
消
興
が
あ
る
。

一
十
泊
十
三
日
。
日
間
出
世
間
寺
院
に山間
組
忌
を
行
ひ
、
御

入
且
切
目
。
顕
分
以
上
朔
望
の
積
城
を
行
ふ
。
民
間
一
修
部
と
聴
す
る
。

で
は
入
期
と
都
し
て
凹
貨
の
成
黙
を
祝
す
る
が
、
特

一
十
且
十
五
日
。

関
分
以
上
朔
星
の
四
百
城
を
行
ふ
。

別
の
行
事

は

な

い

。

一

十

且

二

十
日
。
商
家
に
克
子
識
を
行
ふ
。

入
月
十
五
日
。
政
分
以
上
朔
望
の
号
減
を
行
ふ。

町

一
十
周
サ
二
日
。

今
日
よ
り
サ
入
日
に
来
る
ま
で
、
城

昨
聞
に
入
臓
祭
が
あ
る
。
民
間
で
は
今
夕
税
且

を
す
一
下
事
光
寺
に
削
副
総
上
人
に
封
す
る
七
訟
夜
の
報
恩
諮

る

。

一

が

あ

る

。

入
且
廿
八
日
。
大
束
寺
で
宗
組
道
元
抑
制
問
忌
を
行

一
十
周
申
。
上
亥
の
日
に
亥
子
餅
そ
作
る
。

上
巳
に
は

ふ

。

一

城

下
持
願
寺
に
排
財
天
祭
が
あ
る
。

入
且
中
。
彼
岸
七
日
間
に
彼
岸
曾
が
あ
り
、
上
了
の

一
十
一
月
朔
目
。

顕
分
以
上
朔
裂
の
宥
城
を
行
」
。

日
に
は
孔
子
祭

を

行

ふ

も

の

が

あ

る

。

一

十
一

且
入
日
。
鍍
治
等
踊
祭
を
行
ふ
。

九
月
期
日

o
m分
以
上
朔
望
の
音
域
を
行
ふ
。

今
日

一
十
「
且
九
日
。

大
工
・木
挽
等
山
祭
を
行
ふ
。

か
ら
徐
そ
着
る
。
民
間
で
も
之
に
同
じ
い
。

一
十
一
且
十
三
日
。

張
問
等
粉
蕊
祭
を
行
ふ
。

九
且
九
日
。
震
防
の
佳
節
だ
か
ら
、
間
分
以
上
宮
城
一
十
一
且
十
五
日

o
m分
以
上
朔
監
の
穀
城
吟
行
ふ
。

祝
賀
す
る
。
今
日
か
ら
股
紗
小
袖
を
活
用
し
、
足
袋
一
十
一
且
品
目
二
日
。
今
日
よ
り
サ
八
日
ま
で
東
西
本
闘

を
採
っ
。
民
間
で

も

納

入

を

者

る

。

一

寺

別
院
に
宗
組
の
報
恩
締
を
行
ふ
。

九
丹
十
日
。
城
下
乾
点
寺
に
秋
務
部
品が
あ
る
。

一
十
一
月
略
目
。
民
聞
に
宇
賀
祭
を
行
ふ
。

九
且
十
五
日
。

蹴
分
以
上
朔
望
の
菅
城
を
行
ふ
。
訓

一
十
一
用
中
。
中
旬
切
米
取
の
足
抑
制
に
九
且
か
ら
十
二

明
富
に
日
待

の

祭

纏

が

あ

る

。

一

且

ま

で

の

給

米

を

奥

へ

る

。

是

の

月

諸

橋

・
波宮口一附

九
且
十
入
目
。
今
夜
か
ら
岱
且
中
天
徳
院
門
前
に
下

一
大
夫
の
側
地
能
が
あ
る
。
各
奈
の
日
に
は
償
問

・
諮

問問
の
摘
が
館
さ
れ
る

。

一

席

簡

が

前

段
祭
を
行
ふ
。

九
且
十
九
日
o

m
々
に
七
商
祭
が
あ
る
。

一
十
三
且
朔
日
。

一肌
分
以
上
朔
望
の
町
宮
城
を
行
ふ
o
民

九
且
市
。
猿
廻
が
多
〈
城
下
に
来
る
。
一
聞
に
乙
子
餅
を
作
っ
て
、年
中
最
終
の
且
を
配
す
る
。

十
月
初
日。

関
分
以
上
朔
望
の
号
城
を
行
ふ
。
知
行
一

十
二
且
入
目
。

民
間
に
剣
践
容
を
行
ふ
。

阜
の
士
家
で
は
本
納
の
朗
日
と
い
ひ
、
こ
の
日
以
後
一
十
二
且
十
玉
目
。

頭
分
以
上
朔
望
の
夜
城
を
行
ふ
。

不

ン

ネ
ン
ト
ウ
オ
レ
イ

年
頭
御
諮
滞
侠
に
封
す
る

務
宋
に
近
い
凶
の
年
町
非
自
は
概
ね
左
の
如
〈
で
あ

っ
た
。

〈
一
)
元
日

l
w伎
が
元
旦
の
明
相
官
終
る
時
は
、
直
誕

の
ま
t
A

拠
お
段
上
段
に
着
座
し
、
大
刀
持
の
拠
小
勝

ご
入
業
抽
開
校
指
し
て
之
に
従
ひ
、
家
老
二
人
布
衣
に

て
伺
候
し、

奏
者
番
素
襖
を
者
け
て
、
諸
大
夫
た
る

年
野
山
刊
の
献
上
す
る
太
刀
路
代
を
連
日
中
。
こ
の
時
誇

大
夫
は
大
紋
直
F

棋
を
若
し
、
指
垣
之
聞
の
廊
下
か
ら

航
次

一
人
知
下
段
に
入
っ
て
舜
砲
し
、
表
小
終
業
襖

に
太
刀
川
均
代
を
引
〈
。

こ
の
府
代
は
鋭
府
代
で
銀

一

校門
四
十
三
匁
v
、
太
万
代
は
そ
の
牢
初
で
あ
る
。
次

い
で
路
大
夫
列
座
し
、
滞
侯
の
指
剛
山
に
よ
っ
て
表
小

将
の
辿
び
来
る
裂
斗
三
方
を
頂
縦
し
、
後
部
之
聞
に

退
出
す
る
。
之
よ
り
的
の
庖
丁
が
あ
り
、
次
い
で
器

侯
小
容
院
に
む
座
し
、
叙
協
し
な
い
年
器
、
及
び
家

十
二
且
十
九
日
。
城
中
の
煤
協
を
行
ふ
。
民
間
に
て

も
』与
の
頃
か
ら
煤
銚
を
初
め
る
。

十
三
且
サ
五
日
。
所
々
に
年
の
市
を
山間
〈
。

十
二
且
品
川入
日

o
m分
以
上
段
科
目
肌
印
刷
の
銘
に
宥
械

を
行
ふ
。

十
二
月
時
日
。
前
タ
門
松
守
-Iて
注
辿
飾
を
行
ふ
。

今
日
民
間
に
於
い
て
孟
附
設
以
後
の
仰
は
佑
を
精
算

し
、
年
践
の
川
闘
を
行
ふ
。

ネ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

念

乗
寺

田
明
咋
都
千
尚
に
在
っ

て
、
認
宗
束
涯
に
凪
す
る
。

ネ
ン
ダ
イ
テ
キ
ヨ
ウ

年
代
摘
要

一
加
。
一
名

加
賀
司
民
年
代
誠
要
。
高
探
忠
順
司
古
。
成
治
元
年
か

ら
抗
延
元
年
ま
で
の
改
作
所
磁
把
を
摘
裂
し
て
、
編

年
に
集
成
し
た
も
の
。

こ
の
態
、
貨
は
肱
作
所
沼
記

印
ち
日
開
際
の
総
目
録
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
彼
は
亭

保
七
年
に
終
旬、

こ
れ
は
そ
の
後
サ
七
年
間
の
こ
と

を
目
録
風
に
邸
げ
て
ゐ
る
。

六
五
O

老
・若
年
寄
は
布
衣
文
は
采
襖
で
奔
到
す
る
o
そ
の

献
上
す
る
太
刀
馬
代
の
折
紙
を
芭
く
べ
き
位
む
と
、

界
陸
者
の
着
座
す
る
場
所
と
は
、
身
分
に
邸
じ
て
厳

軍
の
副
制
定
が
あ
る
o
次
に
務
侠
大
限
聞
f
dH
に
括
経

し
、
人
持
・定
番
目
地
廻
組
関
・馬
廻
組
翻
・ふ
抑
制
一山
・

組
顕
並

・
町
奉
行
の
拝
賀
を
受
け
る
。
是
等
は
一
人

宛
出
座
し
、太
刀
路
代
を
献
上
す
る
o
次
に
薪
按
到
・

渉
開
・大
組
問削
・
持
筒
問
削
・持
弓
顕
・
金
川
抑
留
守
防
番
・

先
手
物
顕
・物
顕
槌
・奥
小
持
番
一
回
・表
小
将
蒋
胤
・大

小
将
番
町
・定
番
M
m
廻
番
問
・組
外
番
町
・使
祷
・京
町

器
行
・細
工
奉
行
・奥
小
時
間
刷
目
・出出
小
勝
櫛
阿
・大
小

将
航
自
等
、
左
右
か
ら
一
人
宛
出
座
し
、
各
品
目
百

疋
を
献
上
す
る
。
こ
の
烏
目
は
紺
色
に
染
め
た
苧
の

銭
絡
に
貰
い
た
も
の
で
、
之
を
御
瞳
銭
と
い
ふ
。
太

万
府
代
で
も
御
砲
銭
で
も
、
前
年
十
二
且
中
に
、
…凶

分
以
上
は
直
接
奏
者
所
へ
、
平
士
は
頭
役
を
終
て
奏

者
間
山
へ
納
め
て
置
き
、結
日
之
常
受
取
る
の
で
あ
る
。

在
江
戸
の
士
も
亦
目
録
で
献
上
し
、
奏
者
香
代
る
代

る
之
を
披
館
し
、
大
小
勝
が
引
役
の
任
に
常
る。

次

に
務
侯
は
大
際
問
下
段
に
着
座
し
、
大
小
勝
・射
手

小
一肌
・
問問風
小
顕
・射
手
・間関風
・
新
番
小
顕
・=
一」l
入

顕
・新
番
・偶
者
・閉山師
・坊
主
碩
・
茶
堂
阪
の
界
引
を

受
け
る
。
此
の
申
、
新
番
以
上
は
大
剛
山
間
三
之
聞
に
、

偶
者
以
下
は
大
民
間
御
勝
手
に
列
座
し
、
各
献
上
の

烏
闘
を
座
附
た
芭
く
。

こ
の
時
家
老
又
は
若
年
中
古
は

襖
を
問
聞
き
、
奏
者
番
は
『
何
れ
も
年
頭
の
御
砲
巾
上

げ
る
』
こ
と
を
披
鉛
し
、
終
っ
て
換
を
仰
ち
る
。
次

い
で
御
厨
問
書
院
二
之
聞
に
於
い
て
近
省
関
支
配
の

者
及
び
拠
ふ
将
、
舟
之
聞
に
於
い
て
裁
小
勝
mv
群
到

し
、
各
奏
者
番
の
披
m
胞
が
あ
っ
て
、
務
侯
居
室
に
入

る
。
服
装
は
顕
分
以
上
製
斗
自
長
袴
、
平
士
山
民
斗
目

布
上
下
、
坊
主
政

・
留
者
は
製
斗
目
十
徳
、
新
議
に

し
て
嫡
子
出
身
の
も
の
は
艇
斗
白
布
上
下
、

綿
子
以


